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市
政
の
動
き

　  

6
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

5
月
29
日
、
平
成
27
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
①
中
小
企
業
庁
が
公
表

し
た「
2
0
1
5
年
版
中
小
企
業

白
書
」で
、
経
済
・
社
会
構
造
の

変
化
を
踏
ま
え
た
地
域
の
対
応
事

例
と
し
て
、
本
市
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
②
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
地

救
援
募
金
を
募
る
こ
と
③
韓
国
で

開
催
さ
れ
た「
国
際
生
物
多
様
性

の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
参
加
し
、

本
市
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
こ
と

―
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
面
す
る
市
政
の
諸

課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な

も
の
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　

前
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
五
つ
の
基
地
局
の
う
ち
、豊
岡
・

竹
野
・
大
岡
山
・
郷ご

う

路ろ

岳だ
け

の
各
基

地
局
は
、
来
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
て
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
初
建
設
を
予
定
し

て
い
た
瀬
戸
地
内
の
港
基
地
局
で

は
、
県
建
築
基
準
条
例
上
、
擁
壁

の
設
置
が
必
要
に
な
る
等
の
こ
と

か
ら
、
建
設
場
所
を
港
中
学
校

プ
ー
ル
跡
地
に
変
更
し
ま
す
。

　

位
置
変
更
で
、
追
加
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
工
事
請
負
変

更
契
約
の
議
案
を
提
出
し
て
い
ま

す
。

○
新
た
な
火
災
予
防
対
策

　

城
崎
の
大
火
災
を
受
け
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
と
火
災
警
報
器
と

の
連
動
を
図
り
ま
す
。
こ
の
連
動

で
、
火
災
警
報
器
が
火
災
を
感
知

し
た
際
は
、
直
接
、
消
防
本
部
に

通
報
が
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
火
活
動
を
よ
り
迅
速

に
行
う
た
め
、
密
集
し
た
街
区
ご

と
に
消
防
車
の
停
車
位
置
や
放
水

位
置
等
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
消

防
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

5
月
に「
平
成
27
年
度
豊
岡
市

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
」の
答
申
を
受
け
、

条
例
の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3
・

0
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
決

定
に
当
た
っ
て
は
、
繰
越
金

9
千
5
百
万
円
と
国
民
健
康
保

険
財
政
調
整
基
金
5
千
万
円
を

充
て
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り

の
税
額（
基
礎
課
税
分
＋
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
＋
介
護
納
付
金

分
）は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

9
万
9
8
4
2
円
に
な
り
ま
す
。

　

資
産
割
は
、
全
国
的
に
見
直
し

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
正
国

民
健
康
保
険
法
で
は
、
平
成
30
年

4
月
か
ら
都
道
府
県
は
、
市
町
村

と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の
保
険

者
に
な
り
、
兵
庫
県
は
、
各
市
町

の
保
険
算
定
方
式
と
し
て
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
3
方
式
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
市
は
こ
れ
ら
を

勘
案
し
資
産
割
を
廃
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
か
ら
10
年
間

を
か
け
て
、
徐
々
に
資
産
割
の
賦

課
割
合
の
減
少
と
、
所
得
割
の
賦

課
割
合
の
増
加
を
行
う
激
変
緩
和

措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

現
在
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご

み
ピ
ッ
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打

設
、
建
屋
の
鉄
骨
組
立
て
、
焼
却

炉
等
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
設
置
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
進
捗
率
は
、
4

月
30
日
現
在
で
、
計
画
値
16
・

7
％
に
対
し
て
16
・
0
％
で
す
。

　

6
月
に
、
焼
却
炉
で
発
生
す
る

熱
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置
、
9
月
に
焼
却
炉

に
ご
み
を
投
入
す
る
ホ
ッ
パ
ー
の

設
置
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

5
月
10
日
に
は
、
北
但
行
政
事

務
組
合
主
催
の
現
地
見
学
会
が
行

わ
れ
、
構
成
市
町
の
住
民
61
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
循
環
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
は
、
平
成
27
年
度
以

降
の
交
付
予
定
が
前
倒
し
と
な
り
、

平
成
26
年
度
末
に
追
加
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
の
負
担

金
は
、
平
成
26
年
度
が
減
少
し
、

平
成
27
年
度
が
増
額
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
、
北
但
行
政
事
務
組

合
へ
の
負
担
金
増
額
に
係
る
補
正

予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
竹
貫
地

場
ソ
ー
ラ
ー
」は
、
5
月
19
日
に

安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
6
月
中
旬

に
工
事
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

第
1
期
分
は
10
月
、
第
2
期
分

は
12
月
の
竣し

ゅ
ん

工こ
う

を
目
指
し
ま
す
。

　

敷
地
は
、
市
の
土
地
開
発
基
金

が
管
理
す
る
土
地
で
、
売
電
収
入

の
一
部
を
原
資
に
、
土
地
開
発
基

金
か
ら
用
地
を
買
い
戻
し
ま
す
。

　

施
設
の
完
成
で
、
市
直
営
全
体

の
発
電
規
模
は
、
2
・
8
メ
ガ

ワ
ッ
ト
と
な
り
、
一
般
家
庭
の
約

8
0
0
軒
分
の
電
力
を
賄
え
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
多
様
化
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
使
用
料
改
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
状
況

　

下
水
道
事
業
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
元
利
償
還
金
の
返
済
資
金
が

不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
公
営
企
業
審
議
会
に
、
使
用

料
の
あ
り
方
の
諮
問
を
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
約
26
億
円

で
、
収
入
の
構
成
の
中
で
最
も
大

き
な
比
率
を
占
め
、
今
年
度
で
は
、

下
水
道
使
用
料
収
入
の
1
・
8
倍

で
す
。

　

繰
出
金
の
考
え
方
が
、
使
用
料

改
定
を
検
討
す
る
上
で
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
一
般
会
計
が
繰
り

出
す
基
準
の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。

　

両
会
計
間
の
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
健
全
で
適
切
な
基
準
を

設
定
し
た
上
で
、
今
後
の
市
公
営

企
業
審
議
会
で
の
審
議
も
踏
ま
え

て
、
使
用
料
改
定
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略
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コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
ま
す
。

　

竹
野
ジ
オ
エ
リ
ア
拠
点
施
設
に

ふ
さ
わ
し
い
外
観
と
な
る
よ
う
、

外
壁
の
色
な
ど
も
配
慮
し
ま
す
。

○
若
手
農
家
支
援
事
業

  

将
来
の
豊
岡
農
業
を
担
う
若
い

農
業
者
の
所
得
の
向
上
と
安
定
化

を
図
り
、
農
業
の
魅
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
観
点
か
ら
、
園
芸
用
ハ
ウ

ス
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。

　

対
象
は
、
農
業
経
営
を
開
始
し

て
か
ら
5
年
未
満
、
原
則
45
歳
以

下
の
新
規
就
農
者
お
よ
び
豊
岡
農

業
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
で
す
。

　

事
業
期
間
は
、
今
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
、
対

象
事
業
費
の
4
分
の
3
以
内
を
補

助
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
・

　
　

山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
豊
岡

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
豊
岡

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の

「
豊
岡
道
路
」が
、
都
市
計
画
審
議

会
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
の
同
意
を
得
て
都
市

計
画
決
定
さ
れ
、
整
備
に
向
け
て

大
き
く
動
き
出
し
ま
す
。

　

山
陰
近
畿
自
動
車
道
は
、
現
在
、

国
に
対
し
、
豊
岡
以
東
の
直
轄
権

限
代
行
に
よ
る
事
業
促
進
の
要
望

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
国
事
業
に
よ
る
事
業
着

手
に
向
け
、
国
と
連
携
協
力
し
て

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
と
の
接
続

を
含
め
、
改
め
て
ル
ー
ト
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
進
め

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
者
一
丸
と
な
り
、

早
期
整
備
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
7ナナ　
0マル

　

平
成
26
年
度
の
但
馬
空
港
利
用

者
数
は
2
万
9
0
8
2
人
で
、
2

年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
、
平

成
20
年
度
に
続
く
開
港
以
来
2
番

目
の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
率
は
、
前
年
度
比
1
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
の
63
・
7
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
伊
丹
経
由
の
東
京
乗
継

利
用
者
数
も
1
万
1
1
9
3
人
と

2
年
連
続
で
増
加
し
、
開
港
以
来

の
最
高
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

要
因
と
し
て
は
①
羽
田
空
港
へ

の
乗
継
の
利
便
性
が
広
く
認
知
さ

れ
て
き
た
こ
と
②
平
成
23
年
度
か

ら
発
着
時
刻
が
繰
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
冬
期
の
1
月
か
ら
2
月
の
午

後
便
が
、
夏
期
同
様
の
ダ
イ
ヤ
設

定
と
な
り
、
一
定
の
利
便
性
が
確

保
さ
れ
た
こ
と
―
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
設
置
し
た「
コ
ウ

ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
活
用
検
討

会
議
」は
、
学
識
者
や
地
域
住
民

代
表
等
に
よ
る
検
討
内
容
や
、
県

民
の
意
見
も
踏
ま
え
、
6
月
に
利

活
用
方
策
を
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
利
活
用
方
策
の

内
容
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
東

京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て
、
年

間
利
用
率
70
％
を
目
指
し
、
引
き

続
き
東
京
乗
継
利
用
を
中
心
と
し

た
但
馬
―
伊
丹
路
線
の
利
用
促
進

に
努
め
ま
す
。

　
《
市
政
の
運
営
》

○
豊
岡
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

　

移
住
・
定
住
や
結
婚
な
ど
を
促

進
し
て
、
人
口
減
少
を
緩
和
す
る

と
と
も
に
、
人
口
年
齢
構
成
を
改

善
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
地
方

創
生
戦
略
会
議
を
、
5
月
15
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
を
め
ど
に「
豊
岡
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
地
方
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
す
。

○
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　
（
通
称「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
民

一
人
一
人
に
12
桁
の
個
人
番
号
を

付
し
、
法
人
に
13
桁
の
法
人
番
号

を
付
番
し
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
、
市
か
ら
市
民
に

個
人
番
号
を
通
知
し
、
来
年
1
月

か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
や

公
的
書
類
へ
の
一
部
利
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
平
成

29
年
1
月
か
ら
国
の
機
関
の
間
で
、

同
年
7
月
か
ら
は
、
地
方
公
共
団

体
で
も
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

　

行
政
機
関
相
互
の
情
報
連
携
に

は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
の
た

め
、
今
議
会
に
関
連
経
費
の
補
正

予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
平
成
26
年
度
と
27
年

度
の
2
カ
年
で
、
基
本
方
針
、
公

共
施
設
再
編
計
画（
案
）、
中
長
期

保
全
計
画（
案
）を
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
基
本

方
針
の
策
定
を
終
え
ま
し
た
。

　

現
在
保
有
す
る
公
共
施
設
を
全

て
維
持
す
る
と
、
年
平
均
で
約

46
億
円
が
必
要
で
す
が
、
毎
年
度

約
25
億
円
の
投
資
し
か
で
き
ず
、

20
億
円
以
上
が
不
足
す
る
見
込
み

で
す
。

　

今
後
は「
施
設
の
整
備
」か
ら

「
機
能
の
提
供
」へ
発
想
転
換
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
特
性
を
的
確

に
捉
え
た
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

る
よ
う
、
公
共
施
設
再
編
計
画

（
案
）、
中
長
期
保
全
計
画（
案
）の

作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
、
本
市
に
宿

泊
し
た
外
国
人
旅
行
者
数
は

1
万
5
2
3
1
人
で
、
平
成
25
年

（
1
万
4
5
7
人
）の
約
1
・
5
倍

に
増
加
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
も
、

1
月
か
ら
3
月
の
3
カ
月
間
の
速

報
値
で
は
、
市
全
体
で
前
年
の
約

1
・
7
倍
で
す
。

　

そ
の
内
城
崎
温
泉
は
、

3
1
1
9
人
か
ら
5
0
6
5
人
と

約
1
・
6
倍
に
伸
び
て
い
ま
す
。

城
崎
温
泉
以
外
の
地
域
で
は
、
豊

岡
地
域
と
日
高
地
域
が
大
き
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
期
の
国
の
速
報
値
が
対
前

年
比
約
1
・
4
倍
の
増
加
の
た
め
、

国
全
体
よ
り
も
大
幅
に
伸
び
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
民
間
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら

の
誘
客
の
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

○
竹
野
北
前
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

竹
野
北
前
館
は
、
建
築
後
23
年

が
経
過
し
、
今
年
3
月
に
施
設
の

外
壁
の
一
部
の
タ
イ
ル
が
剥
落
し

た
ほ
か
、
別
の
箇
所
で
も
タ
イ
ル

の「
浮
き
」が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

施
設
全
面
の
外
壁
を
改
修
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
た
め
、

既
存
の
タ
イ
ル
を
剥
が
し
て
断
熱

性
に
優
れ
た
塗
料
を
塗
布
し
、
そ

の
上
に
色
あ
せ
や
汚
れ
を
防
ぐ


